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一
．
は
じ
め
に

　

明
治
六
（
一
八
七
三
）
年
に
、
ウ
ィ
ー
ン
で
万
国
博
覧
会
（
以
下
、
万
博
）

が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
と
き
、
明
治
政
府
は
、
は
じ
め
て
公
式
に
、
万
博
に

参
加
す
る
。国
を
挙
げ
て
各
地
の
特
産
物
等
を
調
査
し
、名
古
屋
城
の「
金
鯱
」

（
雌
側
）、
谷
中
天
王
寺
の
五
重
塔
の
模
型
な
ど
を
出
品
し
た
。
漆
器
や
陶
器

が
大
好
評
で
、
万
博
参
加
は
そ
の
後
の
貿
易
の
拠
点
作
り
に
貢
献
し
た
。
そ

れ
を
受
け
て
、
政
府
は
、
殖
産
興
業
な
ど
の
政
策
遂
行
の
手
段
と
し
て
、
内

国
勧
業
博
覧
会
の
開
催
や
外
国
の
博
覧
会
へ
の
出
品
を
重
要
な
政
府
事
業
に

位
置
づ
け
る
。
博
覧
会
と
い
え
ば
、
あ
る
種
の
ブ
ー
ム
に
な
る
ほ
ど
で
あ
っ

た
。

　

一
葉
は
、
そ
う
し
た
明
治
日
本
と
と
も
に
成
長
す
る
。
博
覧
会
も
身
近
に

感
じ
て
い
た）

1
（

。
彼
女
の
出
世
作
『
う
も
れ
木
』
も
、
万
博
出
品
を
題
材
と
し

た
作
品
で
あ
る
。
明
治
二
五
年
、『
都
の
花
』
に
連
載
さ
れ
た
。
半
井
桃
水

と
の
別
離
を
経
て
、
作
家
と
し
て
の
自
立
を
か
け
た
作
品
と
い
わ
れ
る
。
主

人
公
の
入
江
籟
三
は
、
名
人
肌
の
陶
画
工
だ
が
、
欺
さ
れ
て
「
コ
ロ
ン
ブ
ス

博
覧
会
」
に
出
品
す
る
陶
器
（
花
瓶
）
を
制
作
す
る
。
コ
ロ
ン
ブ
ス
博
覧
会

と
は
、
明
治
二
六
年
に
米
国
で
開
催
さ
れ
た
シ
カ
ゴ
万
博
の
別
称
で
あ
る
。

　

実
は
、
一
葉
の
次
兄
、
虎
之
助
も
陶
画
工
で
あ
っ
た
。
シ
カ
ゴ
万
博
に
出

品
さ
れ
た
陶
芸
品
、成
瀬
誠
志
作
「
陽
明
門
」
の
制
作
に
関
わ
っ
た
と
さ
れ
、

『
う
も
れ
木
』
は
、
そ
れ
に
ヒ
ン
ト
を
得
た
作
品
だ
と
い
わ
れ
て
い
る）

2
（

。
と

て
も
興
味
深
い
指
摘
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
、
そ
れ
が
十
分
確
認
で
き
る
こ

と
か
は
、
や
や
疑
問
の
残
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
だ
が
、
シ
カ
ゴ
万
博
出
品
の

誠
志
作
「
陽
明
門
」
は
、
そ
の
一
部
が
現
存
す
る
。

＊
人
文
学
部
教
授―

日
本
近
代
文
学

樋
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一
葉
と
万
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博
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『
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も
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木
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と
「
陽
明
門
」―
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二
．
成
瀬
誠
志

　

成
瀬
誠
志
は
、
近
代
上
絵
付
け
隆
盛
期
の
名
工
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

「
誠
志
の
年
譜
」
に
よ
れ
ば
次
の
よ
う
な
生
涯
を
送
っ
た）

3
（

。

　

誠
志
は
、
本
名
を
和
六
と
い
い
、
弘
化
二
（
一
八
四
五
）
年
恵
那
郡
茄な
す

子び

川が
わ

村
（
現
、
中
津
川
市
茄
子
川
）
に
生
ま
れ
た
。
茄
子
川
焼
の
陶
工
と
し
て

窯
を
持
っ
た
が
失
敗
し
、陶
器
工
場
で
働
く
傍
ら
九
谷
焼
の
技
法
を
学
ん
だ
。

　

明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
に
妻
子
を
伴
い
上
京
し
た
。
ま
ず
は
陶
器
職
人

と
し
て
働
き
、
薩
摩
焼
の
技
法
を
学
ぶ
。
翌
年
に
は
、
山
内
容
堂
邸
内
の
窯

で
薩
摩
白
素き

地じ

に
絵
付
け
を
し
、
薩
摩
焼
風
陶
器
を
製
造
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
ま
も
な
く
、
芝
増
上
寺
山
内
安
立
院
跡
に
開
窯
す
る
。
そ
こ
で
、
土
を

取
り
寄
せ
、
成
形
・
絵
付
け
・
焼
成
ま
で
、
陶
器
製
造
の
す
べ
て
の
工
程
を

行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
号
を
「
誠
志
」
と
し
、
薩
摩
焼
細
密
絵
付
の
研
究
を

始
め
る
。
第
一
回
内
国
勧
業
博
覧
会
（
明
治
一
〇
年
）
に
花
瓶
（
錦
手
）、

大
香
炉
（
羅
漢
浮
模
様
）
を
出
品
し
、
鳳
紋
賞
牌
を
受
賞
し
た
。
三
条
実

美
、
北
白
川
宮
な
ど
の
愛
顧
を
得
る
よ
う
に
な
っ
た
。
薩
摩
焼
細
密
画
の
作

品
は
外
国
人
に
も
好
ま
れ
て
、
販
売
業
績
が
上
が
り
、
次
第
に
画
工
・
陶
工

を
数
名
抱
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
東
京
で
の
窯
は
大
成
功
を
収
め
た
の
で
あ

る
。

　

し
か
し
、
明
治
一
四
年
、
類
焼
を
機
に
廃
窯
に
追
い
込
ま
れ
た
。
跡
地
が

官
有
と
な
っ
た
た
め
再
開
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
や
む
な
く
芝
区
愛
宕

町
に
転
居
し
た
が
、
製
陶
が
で
き
な
い
環
境
と
な
り
、
絵
付
け
の
み
で
営
業

を
再
開
し
た
。

　

東
京
の
窯
は
、
元
々
素
地
を
地
方
の
窯
か
ら
取
り
寄
せ
て
絵
付
け
の
み
を

行
う
の
が
中
心
で
あ
っ
た
。
土
も
な
く
、
燃
料
費
も
か
さ
み
、
製
陶
に
は
不

利
な
地
で
あ
る
。
財
を
成
し
た
誠
志
は
、
日
光
陽
明
門
の
陶
製
模
型
の
制
作

を
構
想
し
、
す
べ
て
の
工
程
が
行
え
る
窯
を
持
つ
た
め
、
明
治
一
九
年
、
つ

い
に
東
京
を
引
き
払
っ
て
郷
里
茄
子
川
村
に
錦
を
飾
っ
た
。
薩
摩
焼
製
造
に

打
ち
込
む
た
め
、
年
貢
の
あ
が
る
田
畑
も
購
入
し
て
居
を
構
え
、
屋
敷
内
に

「
誠
志
窯
」
を
開
く）

4
（

。
工
房
は
「
陶
博
園
」
と
い
っ
た
。

　

明
治
二
〇
年
、
京
都
か
ら
月
山
等）

5
（

を
招
い
て
念
願
の
「
陽
明
門
」
の
制
作

に
取
り
か
か
っ
た
。
誠
志
は
村
長
（
茄
子
川
・
千せ

ん

旦た
ん

林ば
や
し

組
合
村
）
を
務
め

な
が
ら
制
作
を
続
け
、
明
治
二
三
年
に
こ
れ
を
完
成
さ
せ
た
。
岐
阜
県
知
事

の
激
賞
を
受
け
、
万
博
出
品
の
話
が
進
む
。
翌
年
一
〇
月
二
八
日
、
濃
尾
大

地
震
に
よ
っ
て
「
誠
志
窯
」
も
大
き
な
損
害
を
受
け
た
。
が
、
明
治
二
六
年

金彩色絵獅子鈕香炉
　（源長寺蔵）

背面に「東京南芝愛宕町　明治十六
年十一月成瀬誠志」と記載。
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開
催
の
シ
カ
ゴ
万
博
に
「
陽
明
門
」
を
出
品
し
て
い
る
。

　

そ
の
後
も
、
誠
志
は
、
作
陶
に
専
心
し
、
明
治
二
七
年
に
は
、
中
津
川
市

苗
木
の
鉱
石
か
ら
薄
黄
色
（
誠
志
色
）
の
釉
薬
を
作
る
こ
と
に
成
功
す
る
。

明
治
三
三
年
の
パ
リ
万
博
に
は
花
瓶
を
出
品
し
て
、
銅
牌
を
受
賞
し
て
い

る）
6
（

。
明
治
三
七
年
の
セ
ン
ト
ル
イ
ス
博
覧
会
に
も
陶
額
観
音
像
（
金
彩
色
絵

観
音
像
陶
額
）
を
出
品
し
て
銅
牌
を
受
賞
し
た
。
国
内
の
博
覧
会
等
に
お
い

て
も
数
々
の
賞
を
受
け
、
晩
年
は
制
作
の
傍
ら
、
審
査
員
も
多
く
務
め
た
。

大
正
一
二
年
死
去
。
七
八
歳
だ
っ
た
。

　
「
誠
志
窯
」
の
や
き
も
の
は
、
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
誠
志
は
、
自
作
に

は
必
ず
銘
（
刻
印
）
を
入
れ
て
い
た
が
、
当
初
は
茄
子
形
輪
郭
の
中
に
「
誠

志
」、
後
に
は
平
仮
名
の
「
せ
い
し
」
な
ど
と
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
平

仮
名
の
刻
印
は
、「
せ
い
」
を
「
し
」
で
茄
子
形
に
囲
む
よ
う
に
し
た
も
の

も
あ
る
。
ま
た
、「
陶
博
園
」
の
刻
印
も
用
い
た
。

　

な
お
、
茄
子
川
の
成
瀬
誠
志
邸
は
、
現
在
も
、
誠
志
の
兄
和
助
の
子
孫
に

よ
り
居
住
・
管
理
さ
れ
て
い
る
。
邸
内
に
は
窯
跡
が
残
る
。

三
．
シ
カ
ゴ
万
博
出
品
の
陶
製
「
陽
明
門
」

　

誠
志
作
の
陶
製
模
型
「
陽
明
門
」
が
出
品
さ
れ
た
シ
カ
ゴ
万
博
は
、
コ

ロ
ン
ブ
ス
の
新
大
陸
発
見
四
〇
〇
年
を
記
念
し
て
明
治
二
六
（
一
八
九
三
）

年
五
月
に
開
催
さ
れ
た
。「
コ
ロ
ン
ブ
ス
博
覧
会
」
と
い
わ
れ
る
所
以
で
あ

る
。
ミ
シ
ガ
ン
湖
畔
の
ジ
ャ
ク
ソ
ン
公
園
一
帯
を
会
場
と
し
、
白
で
統
一
し

誠志筆（号界楽）
掛け軸

（成瀬家蔵）

邸内「誠志窯」窯跡
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た
会
場
は
ホ
ワ
イ
ト
シ
テ
ィ
と
も
呼
ば
れ
た
。
シ
カ
ゴ
の
中
心
と
会
場
は
高

架
鉄
道
で
結
ば
れ
、
二
九
九
も
あ
っ
た
入
り
口
に
は
は
じ
め
て
自
動
改
札
機

が
設
置
さ
れ
た
。
空
中
観
覧
車
も
初
登
場
し
て
人
気
を
博
し
た
。
入
場
者
は

二
、七
五
〇
万
人
に
上
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る）

7
（

。

　

陶
製
「
陽
明
門
」
は
、
こ
の
万
博
で
、「
工
芸
一
等
賞
」
を
受
賞
し
た
。

実
物
の
二
五
分
の
一
の
縮
尺
で
精
密
・
精
巧
、
華
麗
に
作
ら
れ
た
模
型
で

あ
っ
た）

8
（

。
屋
根
、
柱
の
飾
り
一
つ
ま
で
同
じ
よ
う
に
成
形
し
、
薩
摩
焼
の
技

術
を
尽
く
し
て
彩
色
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
、
不
運
に
も
、
輸
送
中
の
荷
崩

れ
で
万
博
会
場
に
到
着
す
る
前
に
破
損
し
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
原
形
を

と
ど
め
た
屋
根
部
分
と
砕
け
た
陶
片
な
ど
一
部
だ
け
を
陳
列
し
た
と
こ
ろ
、

そ
れ
が
受
賞
し
た
の
で
あ
る
。

　

翌
年
、
作
品
は
シ
カ
ゴ
か
ら
そ
の
ま
ま
返
送
さ
れ
て
き
た
。
誠
志
は
一
瞥

す
る
と
直
ぐ
に
蔵
に
収
め
、
し
ば
ら
く
の
間
、
陶
器
製
造
も
休
業
し
た
。
精

魂
込
め
た
苦
心
作
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
落
胆
著
し
か
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る）

9
（

。

東
京
府
と
岐
阜
県
か
ら
は
、
そ
ん
な
彼
に
見
舞
金
が
贈
ら
れ
て
い
る
。

　

一
五
年
後
、
誠
志
は
、
陸
軍
関
係
者
に
請
わ
れ
て
、
は
じ
め
て
「
陽
明
門
」

を
蔵
か
ら
出
し
て
見
せ
た
。
そ
れ
を
機
に
、
知
人
た
ち
に
そ
の
陶
片
を
少
し

ず
つ
分
け
て
譲
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う）

10
（

。

　

こ
う
し
て
、
万
博
出
展
前
に
破
損
し
「
幻
の
大
作
」
と
い
わ
れ
る
「
陽
明

門
」
は
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
屋
根
部
分
お
よ
び
一
部
陶
片
を
、
現
在

は
、
寄
贈
に
よ
っ
て
中
津
川
市
の
苗
木
遠
山
史
料
館
が
所
蔵
し
て
い
る
。

「陽明門」の屋根部分
（苗木遠山史料館蔵）



（５）

220 人文学部研究論集（第１９号）

四
．「
陽
明
門
」
の
制
作
と
虎
之
助

　

こ
の
「
陽
明
門
」
の
制
作
に
、
一
葉
の
次
兄
、
虎
之
助
が
関
わ
っ
た
と
さ

れ
る
の
は
、
ど
う
い
う
事
情
か
ら
か
。

（
1
）
虎
之
助
と
成
瀬
誠
志

　

一
葉
に
は
兄
が
二
人
あ
っ
た
が
、
長
兄
の
泉
太
郎
は
一
葉
が
一
五
歳
の
と

き
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。
他
方
、
次
兄
の
虎
之
助
は
、
一
葉
よ
り
長
生
き
し

て
お
り
、
薩
摩
焼
の
絵
付
け
師
と
し
て
活
躍
し
、
奇
山
と
名
の
っ
た
。

　

虎
之
助
は
、
一
六
歳
で
陶
工
・
成
瀬
誠
志
の
と
こ
ろ
に
六
年
の
徒
弟
奉
公

に
出
た
。
住
み
込
み
で
弟
子
入
り
し
た
の
で
あ
る
。「
陽
明
門
」
の
作
者
・

誠
志
と
虎
之
助
と
の
最
初
の
接
点
で
あ
る
。明
治
一
五
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

ち
ょ
う
ど
誠
志
が
窯
を
失
い
、
愛
宕
町
で
絵
付
け
業
の
み
を
再
開
し
て
い
た

頃
で
あ
る
。
塩
田
良
平
『
樋
口
一
葉
研
究
』
に
は
、
こ
の
あ
た
り
の
事
情
が

次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

則
義
は
、
十
五
年
二
月
本
所
相
生
町
五
丁
目
三
十
二
番
地
、
陶
工
成

瀬
誠
至マ
マ

方
へ
明
治
二
十
一
年
迄
満
六
ヶ
年
徒
弟
奉
公
に
出
す
こ
と
に
決

心
し
た
。
こ
の
成
瀬
誠
至
へ
当
て
た
則
義
の
誓
約
書
が
残
つ
て
ゐ
る

が
、
こ
の
成
瀬
は
陶
工
で
芝
山
内
丸
山
下
に
窯
場
を
持
つ
て
ゐ
た
。
そ

こ
で
、
虎
之
助
は
陶
器
製
造
お
よ
び
陶
画
技
法
を
修
得
し
た
。（
中
略
）

こ
れ
が
後
に
奇
山
と
号
し
薩
摩
金
襴
の
画
工
と
し
て
一
部
に
名
を
馳
す

る
に
至
つ
た
の
で
あ
る）

11
（

。

奉
公
先
と
し
て
誠
志
の
元
を
選
ん
だ
い
き
さ
つ
は
不
明
で
あ
る）

12
（

。
が
、
虎
之

写真右
　同陶片（下層部組物）

写真左
同屋根部分
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助
は
、
そ
こ
で
修
業
の
の
ち
、
明
治
二
一
年
頃
に
は
、
薩
摩
金
襴
手
の
絵
付

け
師
と
し
て
弟
子
を
持
つ
ほ
ど
に
な
っ
た）

13
（

。

　

そ
の
後
、
塩
田
氏
に
よ
れ
ば
、
虎
之
助
は
、
師
と
共
に
「
陽
明
門
」
を
制

作
し
た
と
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
誠
志
は
、
明
治
一
九
年
（
虎
之
助
が
弟
子

入
り
し
て
四
年
後
）
に
茄
子
川
に
帰
郷
し
て
窯
を
持
っ
た
。
そ
の
際
、
虎
之

助
は
付
い
て
い
か
ず
、
そ
の
ま
ま
東
京
に
残
っ
た）

14
（

。
そ
こ
で
、「
陽
明
門
」

の
制
作
の
と
き
に
は
、
東
京
か
ら
茄
子
川
に
赴
く
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

廿
五
年
九
月
二
十
九
日
虎
之
助
は
重
武
米
山
、
成
瀬
誠
至
と
岐
阜
県

に
赴
い
た
。
美
濃
国
恵
那
郡
茄
子
川
村
に
、
成
瀬
の
窯
が
あ
つ
た
ら
し

い
。
仕
事
は
米
国
の
博
覧
会
出
品
の
薩
摩
金
襴
の
制
作
で
あ
る
。
こ
の

月
に
一
葉
が
執
筆
し
か
け
た
「
う
も
れ
木
」
に
コ
ロ
ム
ブ
ス
博
覧
会
と

あ
る
の
は
、
恐
ら
く
こ
れ
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
た
の
で
あ
ら
う
。
米
山
が

主
と
な
っ
て
奇
山
が
手
伝
つ
た
。
製
品
は
、
日
光
陽
明
門
を
薩
摩
金
襴

で
焼
き
付
け
た
も
の
で
あ
る）

15
（

。

氏
は
、「
陽
明
門
」
制
作
の
た
め
に
、
虎
之
助
は
成
瀬
の
窯
が
あ
っ
た
岐
阜

県
ま
で
出
か
け
た
と
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、『
う
も
れ
木
』
へ
の
影
響
が
推
測

さ
れ
る
事
情
と
も
さ
れ
て
い
る
。

　

一
葉
日
記
に
も
、「
兄
君
美
濃
へ
出
立
」（「
に
つ
記
」
明
治
二
五
年
九
月

二
九
日
）
と
あ
る
。
虎
之
助
の
美
濃
（
岐
阜
県
）
で
の
滞
在
先
に
つ
い
て
は
、

一
葉
の
次
の
よ
う
な
記
録
が
あ
る）

16
（

。

　
　

岐
阜
県
下
美
濃
国
恵
那
郡
茄
子
川
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　

成
瀬
誠
志
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樋
口
虎
之
助

す
な
わ
ち
、
虎
之
助
は
茄
子
川
村
に
出
か
け
た
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、
虎

之
助
は
誠
志
の
元
に
一
ヶ
月
ほ
ど
寄
寓
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る）

17
（

。
虎
之
助
が

茄
子
川
ま
で
赴
い
た
こ
と
は
、
た
ぶ
ん
間
違
い
な
く
、
こ
の
間
に
、「
陽
明

門
」
の
制
作
に
関
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
虎
之
助
が
「
陽

明
門
」
の
制
作
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
な
お
検
討
を
要

す
る
。（

2
）
虎
之
助
の
関
与

　

虎
之
助
が
茄
子
川
村
（
中
津
川
市
）
に
出
か
け
た
の
は
、
明
治
二
五
年
九

月
二
九
日
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
と
き
、「
陽
明
門
」
は
す
で
に
完
成
し
て

い
た
。
前
述
の
よ
う
に
、
誠
志
は
、
明
治
二
〇
年
か
ら
「
陽
明
門
」
の
制
作

に
取
り
か
か
り
、二
三
年
の
秋
に
一
旦
完
成
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
、

聞
き
取
り
調
査
を
し
た
学
芸
員
原
益
彦
氏
に
よ
れ
ば
、
誠
志
の
孫
の
成
瀬
豊

氏
（
故
人
）
は
、
東
京
で
の
弟
子
に
樋
口
奇
山
が
い
た
こ
と
は
記
憶
さ
れ
て

い
た
が
、
奇
山
が
茄
子
川
ま
で
来
た
こ
と
、
お
よ
び
「
陽
明
門
」
の
制
作
に

関
わ
っ
た
こ
と
は
話
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
陽
明
門
」
の

最
初
の
完
成
ま
で
の
三
年
あ
ま
り
と
い
う
歳
月
に
比
べ
て
、
そ
の
二
年
後
に

一
ヶ
月
ほ
ど
滞
在
し
関
与
し
た
の
は
、
あ
ま
り
に
印
象
が
薄
か
っ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
虎
之
助
が
「
陽
明
門
」
の
制
作
に
関
与
し
た
と
確
認
す

る
こ
と
は
案
外
難
し
い
の
で
あ
る
。

　

た
だ
、「
陽
明
門
」
が
出
品
さ
れ
た
シ
カ
ゴ
万
博
は
、
明
治
二
六
年
五
月

の
開
催
で
あ
っ
た
。
そ
の
直
前
の
時
期
に
、
ゆ
か
り
の
陶
画
工
が
わ
ざ
わ
ざ

東
京
か
ら
茄
子
川
ま
で
出
か
け
て
、
し
ば
ら
く
滞
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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や
は
り
、
博
覧
会
出
品
と
関
係
が
あ
る
と
考
え
る
の
が
素
直
で
は
な
か
ろ
う

か
。

　

お
そ
ら
く
「
陽
明
門
」
は
、
二
三
年
秋
に
一
旦
は
完
成
し
、
岐
阜
県
知
事

な
ど
に
見
せ
て
は
い
る
も
の
の
、
虎
之
助
が
茄
子
川
に
赴
い
た
二
五
年
秋
に

は
、
ま
だ
誠
志
の
元
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
お
り
し
も
前
年
は
、
濃
尾

大
地
震
が
あ
り
、
誠
志
窯
も
被
災
し
て
い
る
。
一
旦
は
完
成
し
て
い
た
「
陽

明
門
」
で
は
あ
る
が
、
少
し
手
を
加
え
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
な
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。
あ
る
い
は
、
出
品
に
当
た
り
、
さ
ら
に
彩
色
の
手
直
し
を
す

る
仕
上
げ
の
必
要
を
感
じ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
虎
之
助
は
、
そ
う
し
た
最

後
の
制
作
過
程
に
関
わ
っ
た
可
能
性
は
あ
る
わ
け
で
あ
る
。

五
．『
う
も
れ
木
』
と
「
陽
明
門
」

　

残
る
問
題
は
、
虎
之
助
が
「
陽
明
門
」
制
作
に
関
わ
っ
た
こ
と
が
、『
う

も
れ
木
』
執
筆
の
ヒ
ン
ト
に
さ
れ
た
か
、
で
あ
る
。

　
『
う
も
れ
木
』
は
、
明
治
二
五
年
一
一
月
二
〇
日
、
一
二
月
四
日
、
同

一
八
日
刊
の
『
都
の
花
』
第
九
五
、
九
六
、
九
七
号
に
連
載
さ
れ
た
。
同
年

夏
に
は
執
筆
中
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
一
葉
は
、
七
、
八
月
頃
、

虎
之
助
か
ら
の
薩
摩
金
襴
に
関
す
る
聞
き
書
き
を
残
し
て
お
り
、
東
京
図
書

館
で
薩
摩
焼
関
係
の
勉
強
も
し
た
よ
う
で
あ
る
。
完
成
は
、
草
稿
が
花
圃
に

届
け
ら
れ
た
九
月
一
五
日
と
さ
れ
て
い
る）

18
（

。

　

主
人
公
籟
三
は
、
コ
ロ
ン
ブ
ス
博
覧
会
に
出
品
す
る
た
め
に
花
瓶
を
制
作

す
る
。
そ
し
て
、
虎
之
助
も
出
品
作
「
陽
明
門
」
の
制
作
に
関
わ
っ
た
可
能

性
が
あ
る
。
が
、
そ
の
た
め
に
虎
之
助
が
九
月
二
九
日
に
茄
子
川
に
向
か
っ

た
と
き
、
す
で
に
『
う
も
れ
木
』
は
脱
稿
し
て
い
た
。
そ
の
執
筆
の
ヒ
ン
ト

に
な
る
に
は
、
虎
之
助
が
「
陽
明
門
」
制
作
に
関
与
し
た
時
期
は
遅
す
ぎ
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

な
る
ほ
ど
、『
う
も
れ
木
』
の
執
筆
以
前
に
「
陽
明
門
」
の
コ
ロ
ン
ブ
ス

博
覧
会
出
品
は
決
ま
っ
て
い
た
。『
う
も
れ
木
』
の
ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
の
は
、

直
接
に
は
、
虎
之
助
が
茄
子
川
に
出
か
け
た
こ
と
で
は
な
く
、
そ
れ
以
前
の

そ
う
し
た
情
報
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
事
前
に
「
陽
明
門
」
へ
の
関
与

の
話
を
、
一
葉
が
虎
之
助
か
ら
聞
い
て
い
た
こ
と
を
示
す
よ
う
な
記
録
は
な

い
。
他
方
、
博
覧
会
ブ
ー
ム
だ
っ
た
当
時
、
ま
も
な
く
開
催
さ
れ
る
万
博
や

そ
れ
へ
の
出
品
に
ま
つ
わ
る
こ
と
な
ど
が
巷
間
で
話
題
と
な
っ
て
い
て
、
ヒ

ン
ト
と
い
う
点
で
は
、
そ
ち
ら
の
ル
ー
ト
で
万
博
出
品
と
い
う
題
材
が
一
葉

の
耳
に
届
い
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
虎
之
助
が
「
陽
明
門
」
に
関
与
し
た

こ
と
と
『
う
も
れ
木
』
を
結
び
つ
け
る
根
拠
は
乏
し
く
、
こ
の
点
を
確
認
す

る
こ
と
は
難
し
い
。

　

む
し
ろ
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、
一
葉
は
、
兄
の
関
わ
る
作
品
が
万
博
に
出

品
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
は
、『
う
も
れ
木
』
構
想
の
段
階
で
は
考
え
て
い

な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
む
ろ
ん
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
一
葉
は
、

兄
に
取
材
し
て
お
り
、
籟
三
と
同
じ
薩
摩
焼
の
陶
画
工
で
あ
っ
た
兄
の
話
か

ら
何
か
ヒ
ン
ト
を
得
た
と
こ
ろ
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
作
中
で

は
、
籟
三
に
丹
誠
込
め
た
作
品
を
打
ち
砕
か
せ
て
し
ま
い
、
出
品
を
実
現
さ

せ
な
い
の
で
あ
る
。
職
人
の
兄
が
大
切
な
仕
事
に
携
わ
ろ
う
と
い
う
と
き
、

そ
れ
を
知
り
な
が
ら
、
そ
こ
ま
で
不
吉
な
こ
と
を
、
小
説
と
は
い
え
、
題
材
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と
し
て
扱
う
よ
う
構
想
す
る
か
は
、
疑
問
の
余
地
も
あ
ろ
う
。

六
．
お
わ
り
に

　

虎
之
助
は
、
誠
志
の
シ
カ
ゴ
万
博
出
品
作
「
陽
明
門
」
の
制
作
に
、
や
は

り
、
あ
る
程
度
は
関
与
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
一
葉
に
は
縁
の
あ
る
博
覧
会

で
あ
っ
た
。

　
『
う
も
れ
木
』
は
、
虎
之
助
の
そ
う
し
た
関
与
と
は
無
関
係
に
構
想
さ
れ
、

執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
そ
の
連
載
は
、
シ
カ
ゴ
万
博
開
催

の
前
年
、
明
治
二
五
年
の
こ
と
で
あ
る
。
執
筆
時
の
一
葉
は
、「
陽
明
門
」

が
見
舞
わ
れ
る
そ
の
後
の
悲
運
を
知
る
よ
し
も
な
か
っ
た
。
そ
れ
な
の
に
、

茄
子
川
に
赴
く
兄
を
送
る
直
前
、
一
葉
は
、
万
博
に
出
品
予
定
の
作
品
が
破

砕
さ
れ
る
物
語
を
描
く
の
で
あ
る
。「
幻
の
大
作
」
と
な
る
「
陽
明
門
」
の

破
損
す
る
運
命
を
奇
し
く
も
予
告
し
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。

　

と
も
あ
れ
、
成
瀬
誠
志
作
と
し
て
出
展
さ
れ
た
「
陽
明
門
」
は
、
そ
の
一

部
が
残
存
し
、
今
に
そ
の
美
し
さ
を
伝
え
て
い
る
。

注
（
1
）　

日
記
に
は
、「
内
国
勧
業
博
覧
会
」
に
関
す
る
次
の
よ
う
な
記
述
が
み
ら
れ

る
。

①　

 

明
治
二
三
（
一
八
九
〇
）
年
三
月
二
六
日
（「
雑
記
2
」）「
三
月
二
十
六
日
、

第
三
回
内
国
勧
業
博
覧
会
開
場
式
」
と
い
う
メ
モ
。

②　

 

明
治
二
八
（
一
八
九
五
）
年
五
月
一
日
（「
水
の
上
日
記
」）「
午
後
久
佐

賀
よ
り
書
あ
り
、
博
覧
会
見
物
が
て
ら
京
都
へ
ゆ
き
て
か
の
地
よ
り
の
状

な
り
」

　

ま
た
、『
十
三
夜
』
で
は
、
高
級
官
僚
の
夫
人
で
あ
る
お
関
が
、
勧
業
博
覧

会
の
出
品
作
を
陳
列
展
示
し
て
販
売
所
と
し
た
「
勧
工
場
」、
す
な
わ
ち
「
小

川
町
の
勧
工
場
見
物
に
行
き
ま
す
る
度
々
」
と
話
す
場
面
が
あ
る
。

（
2
）　

塩
田
良
平
『
樋
口
一
葉
研
究
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
六
八
、
以
下
、
塩
田

『
樋
口
一
葉
研
究
』、
引
用
は
便
宜
上
新
字
体
に
し
た
。）
二
〇
三
頁
。

（
3
）　

篠
原
守
・
原
益
彦
・
成
瀬
豊
編
『
茄
子
川
焼
』（
中
津
川
市
教
育
委
員

会
、
一
九
八
三
、
以
下
、『
茄
子
川
焼
』）
所
収
「
誠
志
の
年
譜
」（
一
一
五―

一
一
七
頁
）
お
よ
び
「
陶
芸
家　

成
瀬
誠
志
の
生
涯
」（
九
八―

一
一
一
頁
）。

（
4
）　

成
瀬
智
子
氏
（
成
瀬
和
助
（
誠
志
の
兄
）
の
孫
、
信
一
（
故
人
）
の
妻
）
談
。

（
5
）　

当
時
、
華
麗
な
薩
摩
焼
を
製
造
し
て
人
気
を
博
し
て
い
た
、
粟
田
焼
の
陶
工

た
ち
か
。

（
6
）　

た
だ
し
、
作
品
の
所
在
は
不
明
。

（
7
）　

吉
田
光
邦
編
『
図
説
万
国
博
覧
会
史
』（
思
文
閣
、
一
九
八
五
）
一
九
一
頁
。

（
8
）　

全
体
の
大
き
さ
と
し
て
は
、「
一
尺
五
寸
（
約
四
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
四

方
、高
さ
二
尺
五
寸
（
約
七
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）（『
茄
子
川
焼
』
一
一
〇
頁
）」

と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

（
9
）　
『
茄
子
川
焼
』
所
収
「
陶
芸
家　

成
瀬
誠
志
の
生
涯
」(

九
八―

一
一
一
頁)

。

（
10
）　

故
成
瀬
豊
氏
（
誠
志
の
孫
）
か
ら
聞
き
取
り
調
査
を
し
た
中
津
川
市
学
芸
員

原
益
彦
氏
談
。

（
11
）　

塩
田
『
樋
口
一
葉
研
究
』
一
三
一
頁
。
誓
約
書
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
12
）　

一
葉
の
父
則
義
の
知
人
、
小
林
好
愛
の
娘
は
、
医
学
博
士
青
山
胤
通
に
嫁
し

て
い
る
。
青
山
は
中
津
川
市
苗
木
の
出
身
で
あ
る
。
彼
は
鷗
外
に
頼
ま
れ
て
晩

年
の
一
葉
の
診
察
を
し
た
が
、
実
は
彼
女
は
妻
の
知
人
で
も
あ
っ
た
わ
け
で
あ

る
。
樋
口
家
に
近
い
と
こ
ろ
に
、中
津
川
地
方
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
物
が
い
て
、

そ
の
人
が
伝
手
と
な
っ
て
紹
介
の
世
話
な
ど
を
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
13
）　

塩
田
『
樋
口
一
葉
研
究
』
二
〇
〇
頁
。

（
14
）　

虎
之
助
は
、
別
人
の
元
で
修
業
を
続
け
た
わ
け
で
あ
る
。
誠
志
か
ら
引
き
継
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い
で
虎
之
助
を
弟
子
と
し
た
の
は
、
同
じ
く
薩
摩
金
欄
の
陶
画
師
重
武
米
山
と

推
測
さ
れ
る
（
塩
田
『
樋
口
一
葉
研
究
』
一
九
八
頁
）。

（
15
）　

塩
田
『
樋
口
一
葉
研
究
』
二
〇
三
頁
。
た
だ
し
、
現
存
す
る
「
陽
明
門
」
の

一
部
を
見
る
と
、
必
ず
し
も
す
べ
て
焼
成
さ
れ
た
陶
片
で
組
み
上
げ
ら
れ
て
い

た
も
の
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

（
16
）　

雑
記
6
「
塵
塚
の
一
」（
新
版
『
樋
口
一
葉
全
集
』
第
三
巻
（
下
）
六
五
四
頁
）。

（
17
）　

新
版
『
樋
口
一
葉
全
集
』
第
三
巻
（
上
）
脚
注
（
一
七
七
頁
）。

（
18
）　

新
版
『
樋
口
一
葉
全
集
』
第
一
巻
補
注
（
二
三
〇―

二
三
一
頁
）。

＊
付
記 　

成
瀬
誠
志
お
よ
び
「
陽
明
門
」
に
関
す
る
資
料
収
集
に
つ
き
、
中
津
川
市

苗
木
遠
山
史
料
館
、
千
早
保
之
氏
（
同
館
調
査
員
）、
原
益
彦
氏
（
中
津
川

市
学
芸
員
）、
久
翁
典
雄
氏
（
源
長
寺
東
堂
）、
成
瀬
智
子
氏
、
和
田
克
己
氏

（
日
本
陶
器
株
式
会
社
）、
安
藤
英
利
氏
（
多
治
見
陶
磁
器
卸
商
業
協
同
組
合

理
事
）
の
協
力
を
得
た
。
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
る
。

（
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
二
九
日　

受
理
）


	一．はじめに
	二．成瀬誠志
	三．シカゴ万博出品の陶製「陽明門」
	四．「陽明門」の制作と虎之助
	（1）虎之助と成瀬誠志
	（2）虎之助の関与

	五．『うもれ木』と「陽明門」
	六．おわりに
	注

